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12
月
３
日
、10
日
、17
日
、25
日
、29
日
、

30
日
、31
日

１
月
１
日
、２
日
、３
日
、７
日
、15
日
、

21
日
、28
日
　
な
お
、１
月
１
日
か
ら

３
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、分
館
の
み
臨
時
開
館
し
ま
す
。

し
た
。
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
て
は

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
旋
回
部
を
含
め
軍
艦
の
砲
塔

が
、
丸
ご
と
砲
台
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
陸
軍
風
に｢

砲
塔
砲
台
」と
名
付

け
ら
れ
た
こ
う
し
た
砲
台
は
、
大

正
14
年
か
ら
昭
和
７(

１
９
３
２)

年
ま
で
の
間
に
、
朝
鮮
半
島
を
含

む
各
地
に
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
配
置
状
況
を
み
る
と
、
東
京
湾

と
対
馬
海
峡
が
重
要
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
対
馬
海

峡
に
６
、東
京
湾
に
４
、津
軽
海
峡

に
１
、
豊
後
水
道
に
１
の
計
12
カ

所
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　
東
京
湾
に
は
、
千
代
ケ
崎
砲
台

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）、
城
ヶ
島

砲
台（
同
三
浦
市
）、大
房
岬
砲
台

（
南
房
総
市
富
浦
町
）、
そ
し
て
洲

崎
第
一
砲
台
（
館
山
市
加
賀
名
）

と
、湾
の
入
口
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
、

砲
塔
砲
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　（
そ
の
２
に
つ
づ
く
。）

　
明
治
維
新
間
も
な
い
こ
ろ
か
ら

始
め
ら
れ
た
要
塞
の
建
設
は
、
当

時
の
土
木
技
術
の
粋
を
集
め
、
多

大
な
年
月
と
手
間
を
費
や
し
、
昭

和
初
期
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
軍
備
縮

小
の
気
運
が
高
ま
り
、大
正
11(

１

９
２
１)

年
、ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍

縮
条
約
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、軍
事
力
の
中
核
は
海
軍
力
で
、

列
強
は
競
っ
て
「
大
艦
巨
砲
」
を

生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
・
フ
ラ
ン

ス
・
イ
タ
リ
ア
と
い
う
五
大
海
軍

国
の
主
力
艦
の
保
有
ト
ン
数
が
制

限
さ
れ
、
そ
の
比
率
が
決
め
ら
れ

た
の
で
す
。

　
旧
日
本
海
軍
は
、
旧
式
艦
を
廃

棄
し
、
未
完
成
艦
の
建
造
を
中
止

し
ま
し
た
が
、そ
の
結
果
、そ
れ
ら

の
艦
の
砲
が
余
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。一
方
で
、旧
陸
軍
は
新
型
の

砲
を
開
発
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
無
駄
に
気
づ
き
、
海
軍
の

余
剰
の
砲
を
要
塞
に
備
え
れ
ば
よ

い
と
考
え
た
の
が
、
陸
軍
の
重
砲

開
発
の
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
軍
艦
の
砲
を
、
陸
上
の
砲
台
と

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
最
小
限
の

改
造
で
済
ま
せ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
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